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1．まえがき 

 軟弱地盤の安定解析では，長期安定問題が重要な要素になっているが，高有機質土の長期安定問題はまだ

十分に解析されているとは言い難い。そこで，再構成した高有機質土を用いて異方圧密後，圧密時の異方性

や排水条件が強度・ダイレイタンシー特性に与える影響を調べる。また，不撹乱状態の高有機質土を用いて

異方圧密後，排水せん断試験を行い，同排水条件下での再構成した高有機質土とのせん断特性を比較検討す

るものである。 
2．試料および実験方法 

  用いた試料は，高有機質土

であって，不撹乱および再構成

状態で使用した。試料の物理的

性質は表-1 に示す。不撹乱試料

は，サンプリングチューブから押し出した試料をカッターリン

グとナイフなどで慎重に上下端面を仕上げ，直径 70mm，高さ

160mm の供試体とした。再構成試料は 800％以上の含水比で練

り返し，気泡が混入しないように予圧密セル(直径 70mm，高さ

500mm)に入れ，所定の鉛直応力で一次元圧密を一週間程度行っ

た。予圧密終了後，セル内から取り出し，カッターリングとナ

イフなどで上下端面のみを仕上げ，不撹乱試料と同様に直径

70mm，高さ 160mm の供試体とした。 

各試験の概要は以下のようになる。  
 1)CU 試験：平均有効主応力（σmc’=20，40，60，100kPa）に対

して，主応力比の異なる条件（K=1.0，0.8，0.6，0.4）で異方圧

密後，排水を許さずにせん断を行う(対象；再構成供試体)。せ

ん断過程におけるひずみ速度は 0.1%/min である。 

2) CD 試験：平均有効主応力（σmc’=20，40，60，100kPa）に対

して主応力比の異なる条件（K=1.0，0.8，0.6，0.4）で異方圧密

後，排水を許しながらせん断を行う(対象；不撹乱および再構成

供試体)。せん断過程におけるひずみ速度は0.001%/minである。 

3. 実験結果および考察 
図-1，2 は圧密時の主応力比 K=1.0 について，それぞれ再構成

試料の CU および CD 試験によるダイレイタンシーを示したも

のである。図から分かるように，各試験とも平均有効主応力 σmc’

に関わらず応力比 (σ1－σ3)/σｍ’が小さい領域ではεdu，εdd の挙

動にはばらつきが見られるが，応力比 (σ1－σ3)/σｍ’の増加に伴

試料 
自然含水比

(不撹乱試料)
Wi(％) 

初期含水比

(再構成試料)
Wi(％) 

分解度

H(％) 
土粒子の密度
ρs (g/cm3) 

強熱減量
WL(%) 

高有機質土 560～680 390～610 80～90 1.65～1.75 60～70 

表-1 試料の物理的性質 

図-2 εdd と(σ1－σ3)/σｍ’の関係 

0 1 2 30

0.2

0.4
CD test(再構成) K=1.0

●

σmc’(kPa)
20
40
60

100

応力比　(σ1–σ3)/σm
'

ダ
イ

レ
イ

タ
ン

シ
ー

ε
dd

0

図-1 εdu と(σ1－σ3)/σｍ’の関係 
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図には示していないが，

その他の主応力比Kに

おいても同様の結果が

得られた。また，主応

力比Ｋに関わらず，CD 試験から得られるダイレイタンシー量は

CU 試験から得られるダイレイタンシー相当量の 50％程度の値と

なっていることが確認された。 

図-3，4 は圧密時の主応力比 K=0.8 について，不撹乱および再

構成試料の CD 試験によるダイレイタンシー挙動を示したもので

ある。図から分かるように，各試験とも平均有効主応力 σmc’に関

わらず応力比 (σ1－σ3)/σｍ’が小さい領域では εddの挙動にはばらつ

きが見られるが，応力比 (σ1－σ3)/σｍ’の増加に伴ってほぼ線形的

に収縮している。またこれらのダイレイタンシーは，試料の状態

(不撹乱，再構成)に関わらずほぼ同様の挙動を示していることが

分かり，その発生量もほぼ等しくなっている。なお図には示して

いないが，その他の主応力比 K においても同様のことが言える。

このことから，ダイレイタンシーは圧密時の主応力比Ｋに関わら

ず，かつ試料の状態(不撹乱，再構成)の影響を受けないことが確

認された。 

図-5 は再構成した高有機質土の CD および CU 試験から得られ

たせん断強さ(Su)CD， (Su)CU の関係を示している。図から分かる

ように，CU 試験によるせん断強さ(Su)CUと CD 試験によるせん断

強さ(Su)CD は，圧密時の主応力比に関わらず，ややばらつきはあ

るがほぼ線形関係を示している。また，再構成した高有機質土に

おいて，２つの試験から得られたせん断強さは，CD 試験の方が

10%程度大きい値を示しており，再構成試料の試験時の排水条件

がせん断強さに少なからず影響を及ぼしていることが確認された。 

図-6 は，CD 試験から得られた不撹乱および再構成状態の高有

機質土のせん断強さ(Su)u，(Su)d の関係を示したものである。図からわかるように，圧密時の主応力比に関わ

らず，多少のばらつきはあるが，ほぼ線形関係を示している。図で示された関係式を用いることにより，不

撹乱の高有機質土のせん断強さ(Su)u は再構成した高有機質土から簡便的に推定することが可能である。 
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図-5 再構成試料による(Su)CD，(Su)CU関係
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図-4 εdd(d)と(σ1－σ3)/σｍ’の関係 
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図-3 εdd(u)と(σ1－σ3)/σｍ’の関係 
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